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論文の内容の要旨

　本論文は，日本語の性差について，日本の社会におけるジェンダー規範のあり方との関わりからその使用

の実態と使用者の意識を調査し，もってその特質を解明しようとしたものである。

　本論文の構成は以下のとおりである。

　　第1章　亙n虹oaucti㎝　（序論）

　　第2章　趾搬t皿蛇蛇view　（研究史および先行研究）

　　第3章　Aw趾eness　abo砒sex　di描exen㏄s　（性差に関する意識）

　　第4章　Sex㎜趾kers　in　Japa鵬se　nove1s　（小説に使用される性差マーカー）

　　第5章Natux＆hessofsex㎜arkersusedinconversatio鵬inmve1s

　　　　　　（小説中の会話文に使用される性差マーカーの「自然さ」）

　　第6章GenaeH01es狐dpo1iteness虹1an騨age；Evidencefro㎜ゐ脾皿eses㏄iety

　　　　　　（言語におけるジェンダー役割とポライトネス；日本の杜会構造からの検証）

　　第7章　The1ang峨geuseof㎜a1eho㎜ose測a1s　（男性同性愛者の言葉遣い）

　　第8章　Conchsi㎝　（緒論）

　第1章では，本論文の目的及び研究史上の位置づけを論じ，本論文における「ジェンダー」の定義を提

示する。

　第2章では，これまで日本及び欧米で行われてきた，性・ジェンダーと言葉に関する研究の流れを概観し，

各地域での研究の立脚点の違いを検討する。日本では，古くから文献資料に基づく歴史的研究として日本語

における男女差が取り上げられてきた。一方，欧米で1960年代から盛んになった社会言語学的研究は主に

現代日本語の性差研究に適用されてきた。本章ではこれら両分野の研究成果を総合し，著者の立場からの評

価を与える。

　第3章では，アンケートによる意識調査を通して，日本語母語話者が日本語における性差に関して持つ

認識・意識を確認する。その結果，
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　　①被験者が男女差について共通する意識を持ち，その意識は強くステレオタイプ化されたものである

　　　　こと

　　②被験者が持っている，言葉遣いの男女差についての意識と，実際に行われている言葉遣いとは，異

　　　　なる場合があること

の2点が明らかにされる。そして，このアンケート結果を分析することによって，言葉遣いの面で男女そ

れぞれに対して杜会からの期待・規範意識が存在することを示す。

　第4章では，現代小説を資料として扱い，小説申の会話文においてどのような語句が性差マーカーとし

て使われるかを調査する。そして，これらの性差マーカーが，一方の性によってのみ使われ，他方の性には

全く使われないといった絶対的なものではなく，多くはどちらかの性に偏ってよく使われるといった，程度

の違いを表すものであることを明らかにする。

　さらに，発話者が女性であることを示すマーカーが小説により多く使用されていること等から，女性の使

用する性差マーカーのほうが認識されやすいことを論ずる。

　第5章では，現代小説に使用される性差マーカーの「自然さ」を，アンケートによって調査し，実際の

会話における使用状況との比較を行う。その結果，被験者によって「自然」と判定された小説中の性差マー

カーの多くが，被験者の実際の会話中では使用されないという事実を指摘し，これらのマーカーが小説中の

会話文と実際の話し言葉とで異なる機能を果たしていることを明らかにする。その上で，この間題について，

杜会からの期待と規範意識の存在という面と，書き言葉と話し言葉に対して持つダブルスタンダードという

二つの倒面から検討を加える。

　第6章では，これまでの章で明らかになった現代日本語における性差のあり方を，社会的要因の側面か

ら検証する。

　まず，現代日本語の性差を生み出した明治維新以降の杜会的背景が論じられる。20世紀初頭の『婦女新聞』

に見られる言語上の性差とそれに関する記事を直接の資料として当時の実態を記述する。

　続いて，明治以降の男女の社会的地位と言葉の選択との関連を論じ，近代日本国家の形成にあたって，日

本政府が意図的に儒教的な考えに基づく性役割観に立ち，いわゆる「良妻賢母教育」などを通じて現代の男

女差にも繋がる言語上の性差形成を促進した面があることを指摘する。

　第7章では，一般の性差，ジェンダー規範からは逸脱するケー一スとして男性同性愛者の言葉遣いを性差

の面から検討する。質問紙調査とインタビュー調査を通して，男性同性愛者の言葉遣いがポライトネスの面

で女性の言葉遣いに偏るという事実や，彼らが感じる言語上のジェンダー規範また差別感などが浮き彫りに

される。そして，これらの調査の結果から，言葉遣いにおける男女差は絶対的なものでなく，社会的役割に

よって大きく変わること，また，個々人の心理的要因によっても左右される面があることが論じられる。

　最後に，第8章では，これまでの議論の結果をまとめ，日本語の男女差について，その差異を生む社会

的要因の解明，書記言語中の会話文と口頭言語での会話文とで性差マーカーの使用が異なる実態とその要因

の把握，生物学的な性とは異なるジェンダー役割が言葉遣いに及ぼす影響の解明等の本論文の目的が一応達

成されたことを確認し，残された課題と，今後の研究の展望が述べられる。

審査の結果の要旨

　従来より，日本語は男女差の大きい言語であると言われ，その差異の実態については古くから指摘されて

きた。しかし，伝統的な日本語研究の分野では多くが「女房詞」の研究や「遊女詞」の研究に見られるような，「一

般の」日本語とは異なる特殊な「女性語」を収集するといった観点のものがほとんどで，現代日本語を含め

て性差を杜会との関わりから総合的に提える研究は少なかった。
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　本論文の著者も第2章で指摘するとおり，20世紀後半から欧米での社会言語学の発展を受けて，日本でも，

現代日本語を中心とした，男女差を日本社会の性役割のあり方との関連から提えようとする研究（申でもフェ

ミニズムの立場からの研究）が盛んに行われるようになった。

　しかし，上に述べた両様の立場からの研究は，お互いの成果をうまく取り入れあうことに必ずしも成功し

ておらず，現在もなお，まずもって日本語の性差のあり方を率直・忠実に観察し，実態を冷静に記述したう

えで広い視野から解釈を下すという堅実な研究の積み重ねが求められている状況である。

　本論文は，このような現状の中で，アンケート調査・面接調査・文献調査といった様々な調査法を駆使し

て，できるだけ客観的・実証的データに基づき，偏らない視点から日本語の性差の特質について解明しよう

とした意欲的な研究である。本論文の著者の問題意識は明確であり，論文全体の構成も著者の興味と問題意

識の展開に沿って適切に構成されている。分析の方法もこれまでの社会言語学の成果を踏まえたものであり，

具体的な事例の解釈においても筆者の言語感覚が鏡くかつ穏当なものであることを示している。

　本論文の挙げた成果で最も特筆すべき点は，アンケートによる意識調査と実態調査を組み合わせることに

より，日本語話者が持つ，書かれた言葉に対するジェンダー規範意識と，実際の発話におけるジェンダー規

範意識のギャップを鮮明に描き出したことである。このことにより，日本語における性差マーカーの存在意

義の一斑が明らかになった。また，そのギャップの実態の解析から現代の語し言葉において従来の性差マー

カーが減少する傾向を見せる様も明確にされた。

　本論文が示した成果として，さらに，男性同性愛者の言語使用の実態という，従来の調査が及ばなかった

面に意欲的な調査を施したことも挙げられる。貴重な調査結果を蓄積することによって人問のジェンダー役

割の複雑さと言語上の性差のあり方との関連をより深く考察することが可能となった。

　本論文は上述のごとく成果の多い有意義なものと評価されるが，日本語の性差の総合的な研究としては，

ポライトネスのあり方等なお追究されるべき点が残ることも審査の過程で指摘された。本論文が実施した調

査も，今後さらに大規模な調査と多数の具体的事例によって，その結果の妥当性の検証が望まれる。しかし，

このような課題が今後に残されるとしても，本論文の成果が学位論文として十分評価できるものであること

は揺るがない。

　よって，著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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